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大学生の 「超能力」 に対する意識調査 （1）
〜 科学の 原理で 暴く体験を通 して 〜
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1　 目　的

　教師を 目指す学生 に 「超能力 と科学」をテ ー

マ にオ カ ル ト現象 の
一

っ で ある超能力が科 学

で 解 明で きるこ とをデモ 実験で 示 し、こ の 体験

を通 して学生 の 物事を見る 目や、教育的な思考

が どの よ うに変化 したか を調査 する こ と。

2　 方　法

（1 ）調査 につ い て

　2013 年 5 月 に教員養成課程の 2 年生 を対象

に超能力振 り子 の デモ 実験行 い 学生 98 名 に ア

ン ケ
ー

トを実施 し分析を行 っ た 。 超能力振 り子

とは 固有振動 数の 違い を利 用 し長 さの 異な る 3

本の 振 り子 の
一

つ を動かす共振現象で ある。

i人は不可解な不思讙を信じる傾向があるつ…不可解信じる9共接・固有擾動数理解できた？・・共廣わかった

2これまで超能力をある程度信じてきたO・・超能力信じた　le科学で暴く体験、子どもにあ要つ…暴く体験磨要

3今回のでも、意外で多（の人を輦かせたo・．・デモ意外蓬（11怪しいものを警戒する気持ちになった？．・・警戎壱高まる

4超能力デモわかるまで本当だと思った？・．．本当と思った　12インチキに輻されない教育郵要ワ・．・輻翼教育必要

5超餞カデモ、教師になったらやL）たい？
・・就稜実賎希望　11冷静な科学の目、育てる盛要ある？冷静目要必要

6超能力を今後もある程度信じたいウ．・．今後も信たい　　　14これまで樹理的な学習好きだった？…過去理科好き

1自分が体験してある程度納得できた？．・・自分体験納得　　1　，これまで学校の授1で実駐やった？
・・．理科実験一杯

S，身近なことと緕めると理解度上げる？…身遁理解向上

　 　 　 　 　 　 　 　 調 査 項 目

得 られ たデー
タ を CS（統計）分析に より分析 し

た。CS 分析 と は ある
一

つ の 目的変数 を向 上 さ

せ る た め には どの 変数を改善す べ きか を求 め

る きわ め て 確立 され た方法で あ る 。
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3 　結　果

　CS 分析 の 結果よ り 「過去理 科好き」 は重要

度が高い が満足度が 低 く改善努力 が必要で あ

り 「身近 理解向上 」 「冷静 目要育成」 「騙 × 教

育必要」　「共振 わか っ た」　「警戒心 高ま る」 に

つ い て は重要度、満足度 ともに高 く、重点的に

維持すべ きだ とわか る。

4 　考　察

　今 回の デモ 実験及び ア ンケー ト調 査に より、

学生 の 理 科嫌い や 実験経験 の少 なさな どが明

らか となっ た 。 また 今回 の 超 能力 を科学で 暴 く

実験を行 い
、 実感 を ともな っ た理解をす る中

で
、　「超能力 」 な どの

一
見、超 自然的な力感 じ

る事象 が共振現象 とい う科学的根拠に基づ い

て い る こ とを理解で きた。身近 な体験 を通 し理

解するこ とで 多 くの 学生がイ ン チ キ に警戒心

を持ち、だまされない 冷静 な科学 の 目を養 うこ

との 必 要性 を感 じた こ とがわか る 。

5　 まとめ

　本研 究で は簡単 な実験 を行 い 不 可解な事象

を科学で 暴 く体験を し た こ と で 、学生 の 中に 不

可解 な事象 を鵜呑み にする事 へ の 危 機感や、そ

れ らに 騙 され ない 科学的思 考の 育成 の 必 要性

を意識づ けられ た こ とがわ か る 、
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